
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2018 年 8 月 20 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、トランプ米大統領がインタビューで FRB の利上げに不満を示したことや、「米中通商交渉に関

して中国から多くを予想せず」と進展をあまり期待していないともとれる発言、さらには「中国と欧州は為

替を操作している」などと述べたことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟調な動きが続いた。また、米 10

年債利回りが 6 週ぶりの低水準となったこともドルの圧迫要因となった。 

 

要人発言 

トランプ米大統領 

・中国と欧州は為替を操作している 

・利上げ継続なら FRB を批判するだろう 

・今週の貿易協議で中国から多くを予想せず 

・中国との貿易摩擦収束させる期限存在せず 

・米国人牧師巡りトルコに譲歩せず 

・ロシアへの制裁解除を検討する可能性 

・北朝鮮金委員長と再度会談する可能性非常に高い 

 

ボスティック・アトランタ連銀総裁 

・逆イールドを引き起こすと分かっているような政策に賛成票は投じないと私は約束するし、政策を進める

中でそうした状況に直面することはないだろうと希望する 

・市場は市場の論理で動く。われわれは注意を払い、対応する必要がある 

・今年計 3回の利上げ、つまり年内あと 1 回の利上げを引き続き支持する 

・経済には極めて多くのシグナルがあり、われわれはそれら全てに注意を払う必要がある 
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米主要株価は 3営業日続伸、ダウ平均は 6ヵ月半ぶりの高値 

 

米株式市場は、米中の貿易協議進展への期待から買いが優勢となった。証券会社が投資判断を引き上げたと

伝わったスポーツ用品大手が大幅上昇したことも下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動

きとなり、一時前日比 120ドル高まで上昇する場面もあり、3営業日続伸で 6ヵ月半ぶりの高値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


